
42023.12.7［木］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

1
　
I
R
の
目
的
は
観
光
立
国
の
推
進

　

23
年
4
月
に
大
阪
の
I
R
区
域
整
備
計

画
が
国
土
交
通
大
臣
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
、

9
月
に
大
阪
府
と
運
営
事
業
会
社
は
開
業

に
向
け
具
体
的
な
計
画
を
定
め
た
実
施
協

定
を
締
結
し
た
。
今
後
は
カ
ジ
ノ
管
理
委

員
会
へ
の
カ
ジ
ノ
免
許
申
請
を
進
め
る
と

と
も
に
、
液
状
化
対
策
工
事
な
ど
の
準
備

工
事
に
着
手
し
、
全
て
順
調
に
進
め
ば
、

30
年
の
秋
頃
に
は
日
本
初
の
I
R
が
大
阪

の
人
工
島
で
あ
る
夢
洲
に
開
業
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
I
R
導
入
の
背
景
を

改
め
て
確
認
す
る
と
、
そ
の
目
的
は
単
な

る
カ
ジ
ノ
解
禁
で
は
な
く
、
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
施
設
群
の
整
備
を
通
じ
て
、「
観

光
先
進
国
」
と
し
て
の
日
本
を
実
現
す
る

こ
と
に
あ
る
。
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
I
R
で
あ
る
が
、

2
0
0
0
年
代
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
観
光

産
業
は
、
周
辺
国
と
の
競
合
や
、
03
年
の

新
型
肺
炎
（
S
A
R
S
）
の
流
行
に
伴
う

観
光
客
の
急
減
な
ど
に
直
面
し
、
観
光
戦

略
の
見
直
し
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
国
際
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を

取
り
戻
す
た
め
、
反
対
意
見
も
根
強
か
っ

た
が
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
I
R
を
誘
致
す
る

こ
と
を
決
断
し
、
国
際
会
議
場
や
展
示
場

と
い
っ
た
M
I
C
E
施
設
に
加
え
、
高
級

宿
泊
施
設
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施

設
を
一
体
的
に
整
備
し
た
。
そ
の
効
果
は

非
常
に
大
き
く
、
10
年
の
I
R
開
業
前
後

の
5
年
間
で
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
約
8

割
増
加
、
国
際
会
議
開
催
件
数
も
単
発
開

催
を
含
め
れ
ば
2
割
程
度
増
加
し
た
。

I
R
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
政
策
が

奏
功
し
、
失
業
率
も
2
％
前
後
で
低
位
安

定
し
て
い
る
。

　

日
本
型
I
R
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

見
ら
れ
る
M
I
C
E
施
設
や
宿
泊
施
設
に

加
え
、
地
域
の
経
済
・
観
光
へ
の
寄
与
と

い
う
観
点
か
ら
、「
地
域
観
光
の
促
進
に

資
す
る
施
設
」
の
設
置
が
要
件
と
な
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
の
伝
統
・
文

化
・
芸
術
等
を
生
か
し
た
、
日
本
各
地
域

の
観
光
の
魅
力
の
増
進
に
資
す
る
「
魅
力

大
阪
I
R
の
経
済
効
果
と
残
さ
れ
た
課
題

課
題
に
向
き
合
い
、真
に
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
I
R
の
実
現
を

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

主
任
研
究
員（
地
方
創
生
P
J
）

若
林
厚
仁

解 説

　
大
阪
の
I
R
（
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
区
域
整
備
計
画
が
政
府
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
、
順
調
に
進
め
ば

2
0
3
0
年
の
秋
頃
に
は
日
本
初
の
I
R
が
開
業
す
る
予
定
で
あ
る
。
開
業
に
向
け
て
1
兆
円
を
超
え
る
初
期
投
資
が
行

わ
れ
、
開
業
後
も
多
く
の
観
光
客
を
国
内
外
か
ら
呼
び
込
む
計
画
で
あ
り
、
地
域
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。
そ

の
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
等
を
経
た
環
境
変
化
に
よ
り
計
画
達
成
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
カ
ジ
ノ
行
為
の
経

済
効
果
自
体
に
疑
問
を
呈
す
る
声
も
多
く
、
反
対
意
見
も
依
然
根
強
い
。
残
さ
れ
た
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
地

域
と
の
良
好
な
関
係
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
都
市
・
大
阪
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
I
R
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

わ
か
ば
や
し
・
あ
つ
ひ
と　
02
年
京

都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
了
、

同
年
三
井
住
友
銀
行
入
行
。日
本
経

済
研
究
セ
ン
タ
ー
出
向
、三
井
住
友

銀
行
中
国
有
限
公
司（
上
海
）な
ど
を

経
て
、18
年
か
ら
日
本
総
合
研
究
所
。

関
西
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を

経
て
、23
年
4
月
か
ら
現
職
。
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増
進
施
設
」、
観
光
客
を
I
R
に
囲
い
込

む
の
で
は
な
く
、
各
地
域
に
送
り
出
す
た

め
の
各
種
手
配
を
担
う
「
送
客
施
設
」
の

設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
ま
た
、
カ
ジ
ノ
行
為
区
画
の
床
面
積

は
I
R
施
設
全
床
面
積
の
3
％
を
超
え
な

い
よ
う
定
め
ら
れ
て
お
り
、
巨
大
な
カ
ジ

ノ
施
設
が
建
設
さ
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
こ
う
し
た
一

連
の
施
設
を
通
じ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
ま
で
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
I
R
に
お
い
て
提
供
す
る
と
と
も
に
、

日
本
各
地
に
お
け
る
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
に
対
し
て
は
、

国
内
居
住
者
の
カ
ジ
ノ
入
場
料
、
お
よ
び

カ
ジ
ノ
行
為
粗
利
益
の
30
％
を
国
お
よ
び

都
道
府
県
に
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
I
R
を
誘
致
す
る
自
治
体

と
し
て
も
、
入
場
料
や
納
付
金
等
の
収
入

を
地
元
経
済
の
振
興
や
社
会
福
祉
の
増
進

に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

2
　
大
阪
I
R
の
経
済
効
果
は
1
兆
円
超
の
計
画

　

大
阪
I
R
の
最
新
計
画
を
経
済
的
な
側

面
か
ら
確
認
す
る
と
、
開
業
に
向
け
た
初

期
投
資
額
は
1
兆
2
7
0
0
億
円
（
う
ち

建
築
関
連
投
資
9
5
0
0
億
円
）
と
な
っ

て
い
る
（
図
表
1
）。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
の
初
期
投
資
額

が
56
億
米
㌦
（
約
8
4
0
0
億
円
）、
リ

ゾ
ー
ト
・
ワ
ー
ル
ド
・
セ
ン
ト
ー
サ
が
同

60
億
米
㌦
（
約
9
0
0
0
億
円
）
程
度
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
両
I
R
合
計
額
に
近
い
初
期
投
資
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
建
設
資
材
は
地
元

か
ら
の
調
達
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
地
域

経
済
へ
の
貢
献
も
大
き
い
。

　

開
業
後
に
つ
い
て
も
、
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
来
訪
増
に
よ
り
、

地
域
の
経
済
や
観
光
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
定
量
的
な
計
画
と
し
て
、
大

阪
I
R
は
年
間
の
来
訪
者
数
2
0
0
0
万

人
、
売
り
上
げ
5
2
0
0
億
円
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。
比
較
対
象
と
し
て
、
近
接

す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ

パ
ン
の
入
場
者
数
が
年
間
1
5
0
0
万
人

程
度
で
あ
る
こ
と
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

両
I
R
の
売
上
合
計
が
50
億
米
㌦
（
約

7
5
0
0
億
円
）
程
度
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
相
当
意
欲
的
な
計
画
で
は
あ
る
。

た
だ
、
実
現
し
た
場
合
、
I
R
区
域
内
で

の
消
費
等
に
よ
る
直
接
効
果
の
ほ
か
、

I
R
区
域
外
で
の
観
光
増
や
、
雇
用
者
増

に
伴
う
消
費
拡
大
な
ど
の
間
接
効
果
を
通

じ
て
、
経
済
波
及
効
果
は
近
畿
2
府
5
県

（
福
井
県
を
含
む
）
だ
け
で
年
間
1
兆

1
4
0
0
億
円
に
達
す
る
と
事
業
者
に
よ

っ
て
試
算
さ
れ
て
お
り
、
開
業
後
も
地
域

経
済
に
貢
献
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
大
阪
府
の
域
内
総
生
産
が
約
40
兆
円

程
度
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
域
経

済
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
相
当
大
き
な

も
の
に
な
る
計
画
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
際
会
議
や
展
示
会
等
に
参
加

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
客
は
一
般
の
観
光
客
に
比

べ
て
消
費
単
価
が
高
く
、
I
R
を
通
じ
た

M
I
C
E
需
要
の
取
り
込
み
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
国

際
会
議
を
集
計
対
象
と
す
る
I
C
C
A

（
国
際
会
議
協
会
）
基
準
で
、
19
年
の
国

際
会
議
開
催
件
数
を
見
る
と
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
都
市
別
ト
ッ
プ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
1
4
8
件
、
2
位
は
東
京
の
1
3
1
件
、

関
西
は
京
阪
神
合
わ
せ
て
1
2
9
件
、
九

州
は
福
岡
県
で
35
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
大
阪
の
I
R
で
は
I
C
C
A

基
準
で
年
間
最
大
10
件
弱
の
開
催
を
計
画

し
て
い
る
。
定
期
開
催
の
国
際
会
議
を
短

期
間
で
呼
び
込
む
の
は
容
易
で
は
な
い
た

め
、
保
守
的
な
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、

単
発
開
催
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
も
含
め
る
と
、
大
阪
I
R

で
は
年
間
4
8
5
件
の
開
催
を
計
画
し
て

い
る
。
大
阪
に
本
社
を
置
く
大
企
業
の
減

少
に
伴
い
、
大
阪
を
訪
れ
る
国
外
ビ
ジ
ネ

2,000万人
国内：1,400万人（70％）、
国外：600万人（30％）

5,200億円
ゲーミング　　：4,200億円（80％）
ノンゲーミング：1,000億円（20％）

出資：7,200億円
（MGM・オリックス各42.5％、他15％）
借入：5,500億円
（三菱UFJ銀行、三井住友銀行）

合同会社日本MGMリゾーツ、
オリックス株式会社

6,000人を収容できる最大会議室、
2万㎡の展示等施設等

1兆2,700億円
（建設関連投資9,500億円）

1兆9,100億円（建設）
1兆1,400億円／年（運営）

1,060億円／年
（納付金740億円、入場料320億円）

2030年秋頃開業時期

中核株主

年間来訪者数

MICE施設

年間売上

初期投資額

資金計画

経済波及効果

雇用創出効果

納付金等見込額

14.0万人（建設）、10.8万人（運営）

（出所）大阪府、大阪市、大阪IR株式会社「大阪・夢洲地区特定複合
観光施設区域の整備に関する計画」

〈図表1〉大阪IRの計画概要
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ス
客
の
来
訪
は
減
少
基
調
に
あ
る
。
都
市

の
国
際
化
に
は
国
外
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
客

の
来
訪
増
が
不
可
欠
で
あ
り
、
大
阪
I
R

が
そ
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

雇
用
創
出
効
果
に
つ
い
て
も
、
建
設
フ

ェ
ー
ズ
で
は
、
建
設
に
携
わ
る
直
接
効
果

が
約
9
万
人
、
こ
れ
に
誘
発
さ
れ
る
間
接

効
果
が
5
万
人
、
合
計
14
万
人
と
試
算
さ

れ
、
運
営
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
I
R
に
お
け

る
直
接
雇
用
者
が
1
・
5
万
人
、
I
R
運

営
に
誘
発
さ
れ
る
周
辺
地
域
で
の
雇
用
増

効
果
が
約
9
万
人
、
合
計
10
万
人
程
度
と

試
算
し
て
い
る
。
30
年
頃
に
は
、
国
内
の

生
産
年
齢
人
口
は
現
在
よ
り
▲
4
％
（
3

百
万
人
）
程
度
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
、

従
業
員
確
保
に
苦
労
す
る
可
能
性
は
あ
る

も
の
の
、
地
域
雇
用
増
に
対
す
る
期
待
も

大
き
い
。

3
　
大
阪
I
R
が
抱
え
る
課
題

　

こ
こ
ま
で
日
本
型
I
R
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
経
済
効
果
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、

4
月
に
複
数
の
新
聞
社
が
大
阪
府
民
に
対

し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、

I
R
反
対
派
は
4
割
程
度
に
達
し
て
お
り
、

昨
年
に
は
I
R
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票

を
求
め
る
署
名
が
21
万
人
分
集
ま
る
な
ど
、

反
対
意
見
も
依
然
根
強
い
。

　

国
土
交
通
大
臣
が
認
可
し
た
区
域
整
備

計
画
に
つ
い
て
も
、
審
査
委
員
会
（
国
土

交
通
大
臣
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
大
学
教

授
な
ど
7
人
か
ら
な
る
審
査
組
織
）
の
採

点
結
果
は
1
0
0
0
点
満
点
中
6
5
7
・

9
点
と
、
合
格
基
準
（
6
0
0
点
）
を
か

ろ
う
じ
て
上
回
る
も
の
で
、
項
目
に
よ
っ

て
は
6
割
を
割
り
込
ん
で
い
る（
図
表
2
）。

さ
ら
に
、
改
善
が
必
要
な
課
題
が
七
つ
列

挙
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
解
決
が
「
開
業
に
向

け
た
条
件
」
と
し
て
付
与
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
条
件
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
①
建

築
物
デ
ザ
イ
ン
に
審
査
委
員
会
の
意
見
を

反
映
す
る
②
「
日
本
ら
し
い
」
コ
ン
テ
ン

ツ
を
追
求
す
る
③
計
画
で
示
し
た
経
済
波

及
効
果
の
実
現
と
外
国
人
の
集
客
増
に
取

り
組
む
④
非
カ
ジ
ノ
事
業
へ
の
投
資
と
来

訪
者
層
の
多
様
化
に
取
り
組
む
⑤
地
盤
沈

下
や
液
状
化
へ
の
対
策
を
実
施
す
る
⑥
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
に
実
効
性
を
持
っ

て
取
り
組
む
⑦
地
域
と
の
良
好
な
関
係
構

築
に
努
め
る
―
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
経
済
的
な
側
面
か
ら
大
阪

I
R
の
課
題
を
掘
り
下
げ
た
い
。
ま
ず
、

収
益
構
造
に
つ
い
て
、
前
述
の
通
り
カ
ジ

ノ
行
為
区
画
の
床
面
積
は
I
R
全
体
の
3

％
に
す
ぎ
な
い
が
、
売
り
上
げ
の
8
割
を

カ
ジ
ノ
部
門
で
稼
ぎ
、
カ
ジ
ノ
の
収
益
で

他
施
設
の
運
営
を
維
持
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
収
益
構
造
は

運
営
の
大
前
提
で
あ
り
、
海
外
の
多
く
の

I
R
も
同
様
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
I
R
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の
台
頭

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
受

け
て
足
元
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
が
急

速
に
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、
米
国
で
は
18

年
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
ベ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
合

法
化
が
各
州
で
進
ん
で
い
る
。
米
ゲ
ー
ミ

ン
グ
協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
22
年
の
ス

ロ
ッ
ト
や
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
に
よ
る
収
益

は
、
堅
調
な
米
国
経
済
を
背
景
に
19
年
対

比
で
約
20
％
増
と
な
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
カ
ジ
ノ
の
収
益
は
約
9
倍
、
ス
ポ
ー
ツ

ベ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
約
7
倍
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
業
界
収
益
に
占
め
る
割
合
も
3

％
か
ら
21
％
に
急
拡
大
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
の
収
束
に
伴
い
、
リ
ア
ル
の
カ
ジ
ノ
に

顧
客
は
戻
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
フ
ト
の
ト
レ
ン
ド
は
今
後
も
続
く

と
み
ら
れ
、
日
本
に
お
い
て
I
R
が
開
業

す
る
頃
に
は
業
界
環
境
が
当
初
想
定
か
ら

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

第
二
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
浸
透
で

あ
る
。
大
阪
I
R
で
は
、
最
大
6
0
0
0

人
以
上
収
容
可
能
な
会
議
室
を
有
し
た
国

㋐ 観光への効果（50点）
㋑ 地域経済への効果（50点）
㋒ 観光戦略への貢献 （50点）

経済的社会的
効果

（150点）

59
74
66

㋐ 事業者等の遂行能力（50点）
㋑ 財務の安定性（50点）
㋒ 防災・減災対策等（50点）
㋓ 地域との関係構築（50点）

76
67
67
54

事業運営能力
及び体制
（200点）

㋐ 全体のデザイン等（100点）
㋑ MICE施設（120点）
㋒ 魅力増進施設（50点）
㋓ 送客施設（50点）
㋔ 宿泊施設（60点）
㋕ その他施設（30点）
㋖ カジノ施設（20点）
㋗ 交通アクセス（20点）

65
69
70
69
73
64
56
73

国際競争力の高い
魅力ある

滞在型観光の
実現への寄与
（450点）

カジノ事業収益の活用（50点） 60

60

66

カジノ施設に伴う有害な影響の排除等（150点）

合計（1,000点）

得点率
（％）中項目大項目

（出所）国土交通省 「大阪・夢洲地区特定複合観光施設区域の整備
に関する計画　審査結果報告書」

〈図表2〉審査委員会の大阪IR採点結果
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際
会
議
場
を
建
設
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
は

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
や
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
上
回
る
国
内
最
大
規
模
の
国
際
会
議

場
と
な
る
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
浸
透
、
一
般
化
し
て

い
る
。
足
元
で
は
対
面
で
の
会
議
の
良
さ

も
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

M
I
C
E
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
な
ど
案

件
に
応
じ
た
開
催
形
態
の
採
用
が
見
込
ま

れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
I
R
内
外
で
の
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
同
伴
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
な
ど
を
通
じ
て
、現
地
（
リ
ア
ル
）

で
の
参
加
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
が
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

第
三
に
、
海
外
の
I
R
と
の
競
合
で
あ

る
。
関
西
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
8

〜
9
割
は
東
ア
ジ
ア
（
韓
国
・
香
港
・

台
湾
・
中
国
）
お
よ
び
A
S
E
A
N
諸
国

か
ら
の
観
光
客
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
の

観
光
客
の
取
り
込
み
が
重
要
と
な
る
が
、

ア
ジ
ア
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
カ
オ
を

は
じ
め
、
既
に
多
く
の
カ
ジ
ノ
が
各
地
域

に
存
在
し
、
競
争
は
激
し
い
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
は
24
年
以
降
に
90
億
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
㌦
（
約
1
兆
円
）、
マ
カ
オ
で
は
今
後

10
年
間
で
約
1
0
0
0
億
パ
タ
カ
（
約
2

兆
円
）
の
追
加
投
資
を
行
う
と
の
報
道
も

あ
る
。
韓
国
で
国
民
が
唯
一
入
場
を
許
さ

れ
て
い
る
カ
ン
ウ
ォ
ン
ラ
ン
ド
は
ソ
ウ
ル

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、
マ
カ
オ
も
規

制
強
化
の
流
れ
に
あ
る
な
ど
、
大
阪
I
R

が
優
位
性
を
築
く
余
地
は
あ
る
が
、
そ
の

一
方
で
、
富
裕
層
の
誘
客
や
掛
け
金
の
貸

し
付
け
・
回
収
な
ど
を
行
う
業
者
、
い
わ

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ッ
ト
は
日
本
で
は
認
め
ら

れ
な
い
可
能
性
が
高
く
、
ハ
イ
ロ
ー
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
大
口
顧
客
の
呼
び
込

み
に
は
課
題
が
残
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
変
化
を
背
景
に
、
I
R

が
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
積
み
増
し
に
つ

な
が
ら
な
け
れ
ば
、
従
来
地
域
に
落
ち
て

い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ネ
ー
が
I
R
内
に

シ
フ
ト
す
る
だ
け
に
な
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
ま
た
、
カ
ジ
ノ
に
反
対
す
る

理
由
と
し
て
、
治
安
の
悪
化
や
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
の
増
加
を
懸
念
す
る
声
は
も
ち

ろ
ん
多
い
が
、
カ
ジ
ノ
行
為
の
経
済
効
果

自
体
に
疑
問
を
呈
す
る
声
も
多
い
。
カ
ジ

ノ
は
極
論
を
言
え
ば
ス
ロ
ッ
ト
や
テ
ー
ブ

ル
が
あ
れ
ば
成
り
立
ち
、
必
ず
し
も
多
く

の
従
業
員
や
外
部
取
引
を
必
要
と
し
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
代
金
支
払
い
と
い
う

付
加
価
値
創
出
の
観
点
で
は
、
カ
ジ
ノ
も
、

例
え
ば
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
で

あ
る
が
、
カ
ジ
ノ
に
売
り
上
げ
の
大
部
分

を
依
存
す
る
構
造
が
続
け
ば
、
産
業
と
し

て
の
裾
野
の
広
が
り
に
欠
け
、
雇
用
お
よ

び
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
不
十
分
と

な
る
可
能
性
は
残
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

I
R
で
は
来
訪
者
の
う
ち
国
内
居
住
者
は

3
割
程
度
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本

の
I
R
で
は
来
訪
者
数
の
7
割
、
売
り
上

げ
の
半
分
程
度
を
国
内
居
住
者
で
想
定
し

て
い
る
。
大
阪
I
R
で
は
、
出
資
額
の

42
・
5
％
を
外
資
カ
ジ
ノ
事
業
会
社
の
日

本
法
人
が
拠
出
す
る
予
定
で
、
雇
用
や
産

業
の
裾
野
の
広
が
り
に
欠
け
れ
ば
、
国
内

貯
蓄
が
カ
ジ
ノ
を
通
じ
て
国
外
に
流
出
す

る
だ
け
だ
と
い
う
批
判
も
受
け
や
す
い
。

　

地
域
経
済
や
雇
用
へ
の
貢
献
に
つ
い
て

は
、
継
続
的
な
情
報
開
示
と
地
域
住
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
が
今
後
も
求
め
ら
れ
る
。

4
　
持
続
可
能
な
I
R
に
向
け
て

　

こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

シ
ン
プ
ル
で
あ
る
が
、
日
本
の
観
光
立
国

化
に
資
す
る
、
魅
力
あ
る
日
本
型
I
R
を

実
現
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
海
外
を
見
る

と
、
カ
ジ
ノ
部
門
に
収
益
の
大
部
分
を
頼

っ
て
い
る
I
R
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
開

業
か
ら
10
年
以
上
経
つ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

I
R
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
で
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
は
世
界
最
大
級
の
デ
ジ
タ
ル
見
本
市

「
C
E
S
」
の
開
催
や
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、

ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
各
種
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

を
充
実
す
る
こ
と
で
、
カ
ジ
ノ
部
門
の
収

益
割
合
を
3
割
以
下
ま
で
低
下
さ
せ
て
い

る
（
図
表
3
）。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
よ
う
な

ソ
フ
ト
の
充
実
は
容
易
で
は
な
い
も
の
の
、

大
阪
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ

ャ
パ
ン
や
海
遊
館
な
ど
、
周
辺
観
光
資
源

と
の
相
乗
効
果
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
。
日
本
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

ー
を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
非
カ
ジ
ノ
部

分
の
収
益
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

MGM Resorts
（単位：百万ドル）

Wynn Resorts

ラスベガス その他米国 ラスベガス その他米国

カジノ

ホテル

その他

合計

カジノ収益の割合

2,104

2,730

3,565

8,398

25％

2,901

284

631

3,816

76％

535

651

946

2,132

25％

625

85

121

831

75％

（出所）各社のAnnual Reportより日本総研作成

〈図表3〉米国におけるカジノ事業者の収入内訳（2022年）
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な
る
。

　

I
R
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、

最
終
的
に
誘
致
を
見
送
っ
た
自
治
体
も
多

い
が
、
大
阪
府
・
市
は
I
R
を
地
域
経
済

活
性
化
の
起
爆
剤
に
す
べ
く
計
画
を
進
め

て
い
る
。
大
阪
は
高
度
成
長
期
に
は
鉄

鋼
・
化
学
な
ど
の
素
材
産
業
か
ら
一
般
機

械
・
電
気
機
械
な
ど
の
加
工
組
立
産
業
に

至
る
ま
で
多
様
な
製
造
業
が
集
積
・
発
展

し
た
が
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
や
ア
ジ
ア

勢
と
の
競
争
激
化
で
勢
い
を
失
い
、
全
国

に
お
け
る
総
生
産
の
シ
ェ
ア
も
1
9
7
0

年
を
ピ
ー
ク
に
緩
や
か
な
低
下
基
調
が
続

く
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
近
年
の
地
方

経
済
を
支
え
て
い
た
の
が
訪
日
外
国
人
観

光
客
で
あ
り
、
I
R
は
地
方
経
済
の
活
性

化
を
促
す
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

　

I
R
の
計
画
を
進
め
る
上
で
、
残
さ
れ

た
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
地
域

と
の
良
好
な
関
係
構
築
に
努
め
る
と
と
も

に
、
10
年
後
・
20
年
後
の
大
阪
の
国
際
都

市
と
し
て
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
I
R
と

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
（
注
）
本
稿
の
意
見
に
関
わ
る
部
分
は

筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、
筆

者
は
大
阪
I
R
の
経
済
波
及
効
果
算
定
に

は
関
与
し
て
い
な
い
。


